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報道関係各位 

2018 年 4月 2日 

公益財団法人日本対がん協会 

ピンクリボンフェスティバル運営委員会事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピンクリボンフェスティバル運営委員会事務局（公益財団法人日本対がん協会ほか）は、乳がん検診

の大切さを伝え、患者さんを支えていく「ピンクリボンフェスティバル 2018」の開催を決定し、公式サイト

（http://www.pinkr ibbonfestival . jp/）にて、全イベント日程を発表いたしました。ピンクリボンフェスティバ

ルでは、毎年 10 月のピンクリボン月間を中心に様々なイベントを開催しており、2003 年の初回開催から

今年で 16 年目となります。 

現在、日本人女性の 11 人に 1 人がかかると言われている乳がんは、著名人の乳がん罹患の公表の

影響もあり社会的な注目度も高く、より身近な病気になってきています。一方で、乳がんは早期に発見

すれば 90％以上の人が治ると言われており、ピンクリボンフェスティバルは、より多くの人に乳がんについ

て正しい知識と検診の大切さを伝えることを目的に活動を展開しています。 

乳がんは 30代から増加しはじめ、40歳代後半から50歳代前半にピークを迎えます。今年は「40歳を

すぎたら、定期的な乳がん検診を習慣に。」をメインコピーに、定期的な検診によって早期に発見・治療するこ

との大切さ、さらに乳がんになった人やそのまわりの人たちを支える活動にもより一層取り組んでいくメッセー

ジを伝えて参ります。 

「ピンクリボンフェスティバル 2018」全イベントの皮切りとして、乳がん検診の受診を促すポスターデザイ

ンとコピーを公募する「第 14 回ピンクリボンデザイン大賞」の作品募集を、母の日の 5 月 13 日（日）より

開始します。 

「ピンクリボンデザイン大賞」は、乳がんの正しい知識や早期発見の大切さを伝え、検診受診を呼び

かけることをテーマとし、優秀な作品を数多く輩出するデザイン・コンペとして注目を集めております。また、

若手クリエーターの登竜門としても定着し、毎年 1 万 6 千点を超えるご応募をいただいております。 

ピンクリボンフェスティバル運営委員会事務局では、「ピンクリボンフェスティバル 2018」を通して、ひとりでも 

多くの命を救うため、また、誰もが自分らしくずっと笑顔で暮らせるために、乳がんの正しい知識の伝達と

患者支援活動に取り組んで参ります。 

  

日本人女性の 11 人に 1 人がかかると言われている乳がん 

40 歳をすぎたら、定期的な乳がん検診を習慣に。 

「ピンクリボンフェスティバル 2018」全日程発表 

第 14 回ピンクリボンデザイン大賞は、5 月 13 日（日）母の日より作品募集開始 

http://www.pinkribbonfestival.jp/
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■「ピンクリボンフェスティバル 2018」公式サイト URL  

http://www.pinkr ibbonfestival . jp/  

■「ピンクリボンフェスティバル 2018」全イベント開催日程  

イベント名  開催日 会場／定員 申込受付期間（予定） 

第 14 回デザイン大賞 ― ― 
5/13（日）～7/2（月）

12 時  

ライトアップ 

街頭キャンペーン 
― 各地  ― 

ピンクリボンセミナー 9/15（日） 
JR 新宿ミライナタワー 

／200 名  
8/8（水）～ 

ピンクリボンシンポジウム 9/30（日） 
有楽町朝日ホール 

／700 名  
8/1（水）～9/4（火） 

スマイルウオーク神戸大会  10/8（月・祝） 
スペースシアター 

／2,500 名  
8/1（水）～9/26（水） 

スマイルウオーク東京大会  10/13（土） 
六本木ヒルズアリーナ 

／4,500 名  
8/1（水）～10/2（火） 

※スマイルウオーク各大会は、定員になり次第、申し込みを締め切ります。 

■第 14 回ピンクリボンデザイン大賞 作品募集要項 

【募集期間】 2018 年 5月 13 日（日）～7月 2 日（月）12 時  

 

【募集内容】 乳がんの正しい知識や早期発見の大切さを伝え、検診受診を呼びかける作品 

 

【募集部門】 ①ポスター部門 A / B 

A ：「私が、私を救う。」 

（第 1３回ピンクリボンデザイン大賞コピー部門優秀賞作品） 

上記コピーを使用した受診を促すポスターデザイン 

B ：「愛」という言葉をヒントにした受診を促すポスターデザイン 

②コピー部門                            

「キャッチフレーズ」もしくは「キャッチフレーズ＋ボディコピー」 

乳がんの正しい知識や早期発見の大切さを伝え、 

受診を言葉の力で呼びかけてください。 

 

【贈賞関係】 ①ポスター部門：グランプリ 1 点（50 万円贈呈）、優秀賞Ａ/B各 2点、入選 A/B 各 2 点 

       

 ②コピー部門：グランプリ 1点（10 万円贈呈） 、優秀賞 2点、入選 2点 

 

   

 

【作品使用】 ①ポスター部門 ：交通広告、雑誌広告ほか 

②コピー部門 ：入賞作品は次年度以降のポスター部門の課題コピーとして使用したり、ピンクリボ

ンフェスティバルが啓発のために使用したりすることがあります。 

http://www.pinkribbonfestival.jp/
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【結果発表】 ピンクリボンフェスティバル公式サイト 

 宣伝会議発行『月刊ブレーン』（10 月 1 日発売号） 

 

【応募方法】 ピンクリボンフェスティバル公式サイト内 「ピンクリボンデザイン大賞」ページよりご応募ください。 

 ○応募作品数に制限はありません。1 名（1 グループ）何作品でも応募可能です。  

 ○応募形式が守られていない場合、作品は無効となります。 

 

【応募締切】 平成 30 年 7 月 2 日（月）12 時  

 

【作品募集に関するお問い合わせ先】 ピンクリボンデザイン大賞事務局（株式会社宣伝会議内） 

TEL：03-3475-7673  E-mail：pink-ribbon@sendenkaigi.co.jp 

 

応募の詳細、規定は下記の『ピンクリボンフェスティバル公式サイト』でご確認ください。 

http://www.pinkribbonfestival.jp/ 

 

【第 14 回デザイン大賞 審査員プロフィール】 

審査員長 中村禎<コピーライター、クリエイティブディレクター（フリーエージェント）> 

≪応募者の皆さんへ、審査員長からのメッセージ≫ 

ピンクリボンデザイン大賞は、コピーとデザインのコンテストのひとつですが、賞を狙って 

つくるのではなく、人を助けるキッカケをつくるんだ、と思って取り組んでほしいのです。 

あなたが書いたその言葉、あなたが描いたその絵が、人の命を救う第一歩になるかもしれ

ない。そう思って考え抜いてほしいのです。本気で思う気持ちは、必ず人の気持ちを動かす

と信じていますから。たくさんの「本気」を待っています。 

審査員 

 

 

 

 

 

 

内田 喜基 国井 美果 田中 千絵 中村 聖子 三井 明子 

アートディレクター コピーライター、 アートディレクター クリエイティブディレクター、 クリエイティブディレクター、 

株式会社 cosmos クリエイティブディレクター 株式会社ストライプファクトリー コピーライター コピーライター 

  株式会社ライトパブリシティ  中村聖子株式会社 株式会社ｱｻﾂｰ ﾃﾞｨ・ｹｲ 


